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他科の先生に
知って欲しい 小児科編①

子どもの成育環境と生きる力

 こまざわ小児科　駒　澤　　　勝

　最近日本では、医学の発達のお蔭で、子どもの病気が、特に重い病
気が随分減った。日本の子どもの健康は世界第一級である。それだけ
ではない、経済の発展とともに、衣食住は言うに及ばず、スポーツ、
遊びや娯楽、勉強の支援、交通手段など子どもたちがのびのびと健や
かに育つ環境はすっかり整えられてきた。考えてみると、ほんの４、
50年前まで、誰もが今よりはるかに過酷な子ども時代を強いられたの

だから、それはそれでとてもめでたいことである。
　しかし、我々の過ごした厳しい子ども時代も悪いことばかりではなかった。度重なる病
気を乗り越えながら、子どもは耐える力を身に付けた。弟を失った兄姉は教えられずとも
自然に命の大切さが理解できた。夜毎咳に悩まされた子どもは、他人の咳の苦しみが解り、
いつの間にか思いやりを備えるようになった。熱で体がだるい時、仲間の掛けてくれたい
たわりの言葉や荷物の肩代わりの有難さが心に沁みた。そして友だちが同じ様に熱を出し
た時、当然の如く声を掛け、手を差し伸べるようになった。食べ物が充分ないゆえに、兄
弟で少ないお菓子を分け合うのは当然だった。毎日遠距離を徒歩通学した子どもはやがて
マラソンでは何時も一番になるようになった。寒くても暑くても、耐える以外道はなかっ
たお蔭で、皆随分たくましくなった。姉からのお下がりで大きめの服も、妹は誇らしくそ
して大切に着た。貧しさゆえに、新しい鉛筆１本も宝物だった。挙げればきりがない。少
し強がりを言えば、思いやりや、優しさ、本当の生きる力、助け合う知恵等を身につける
にはもってこいの環境だった。
　わが子に、苦労無く、健やかにすくすくと育ってほしいと願うのは何時の時代のどの親
御さんも同じだ。今はその願いもほぼかなって、例えば一寸した症状でもすぐに小児科を
受診することができる。すると最新の知恵と最良の薬で苦痛は最小限で済み、最短期間で
治まる。それが当たり前になっている。
　でも、こうして大した熱も出さず、咳や下痢もあまり経験せず元気に大人になったとし
て、自分の子が病気になった時その苦しみの質や程度が解るだろうか。同じように、体や
心の痛みを体験せずして、思いやりの心を養うことは本当にできるのだろうか。全てが与
えられる環境で育って、避けられない逆境に自ら立ち向かうことは可能だろうか。恵まれ
た環境と将来の夢や未来への希望は両立するのだろうか。何となく無気力に見える多くの
子どもたち、今増加一途の虐待や心ないいじめ、家庭崩壊などの問題の奥底に、苦労無く
して育つ子どもたちの最近の環境が大きく関わっていないかと心配になる。
　病気も、貧乏も、少し過重な負担も、子どもが育つには大切な栄養素だと思う。わざわ
ざ求めるほどではないにしても、病気や様々な苦労も、少しおおらかに見守ったらどうだ
ろう。
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日本医師会・岡山県医師会
医師賠償責任保険について

　新しく日本医師会Ａ会員になられる先生に入会されている医師賠償責任保険か
らの切り替えをお勧めしています。ところが、「切替え以前のトラブルについて
はどうなるのでしょうか？」という質問をお受けすることがあります。トラブル
の発見日および請求日と保険金の支払いの関係について簡単に説明いたします。
　保険金の支払いには発見ベースと損害賠償請求ベースの２種類があります。保
険会社がどちらを選択しているかは約款でご確認ください。「事故の発見」とは
身体障害の発生を認識した（認識し得た）ときをいいます。原則として、切替前
に発見されていた事故は切替え前の保険で支払い、切替後に発見された事故は、
医師会の保険での支払いとなります。賠償請求が切替後であっても、切替前に発
見されていた事故については切替前の契約にて支払われることになります。
　日本医師会および岡山県医師会医師賠償責任保険はいずれも損害賠償請求ベー
スになりますので、切替えに伴う補償の空白は発生しません。ただし、逆の場合（請
求ベースの保険から発見ベースの保険への切替えの場合）には空白期間がありま
すのでご注意ください。≪図１≫
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　来期（平成26年７月より）の日本医師会医師賠償責任保険が廃業後の保険適応
と保険期間中の支払い限度額の増額の２点で改定されました。廃業後の保険適応
については閉院や医療機関を退職され「将来にわたり日常的な医療行為を行わな
いこと」を決められた先生が会員区分を「廃業によるＢ会員」へ変更された場合
10年間日医医賠責保険の適用が受けられるように改定されました。会費はＢ会員
の会費を納めることになりますが、高齢減免の対象となれば会費の負担がなくな
ります。≪図２≫
　保険期間中の支払い限度額については、日医医賠責保険以外の一般的な保険と
同様に支払限度額が１億円から３億円に引き上げられました。不幸にして同じ保
険年度内に複数件の賠償請求事案があった場合、賠償金額の合計が３億円まで保
険金が支払われるようになりました。１事故につき１億円の限度額には変更あり
ません。以上の改定の詳細については本号の31ページ、日医ニュースの転載記事
をご覧ください。
　保険金額ということであれば日本医師会も一般的な医師賠償責任保険もあまり
差はないと思われますが、医師会の医師賠償責任保険に加入していれば事故発見
時より医師会顧問弁護士への相談などのサポートを受けることができます。日医
医賠責保険への手続きや弁護士の選任なども県医師会がお手伝いします。Ｂ会員
の先生方は保険の更新の時期には日医Ａ会員になり、日医医賠責保険に切替える
という選択肢をご一考ください。
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日医からのお知らせ

〈平成26年７月の日医医賠責保険の改定について〉
「閉院や医療機関を退職される

A会員のために補償の拡大」を決定‼
Q１．今回の医賠責保険改定のポイントは何でしょうか

　今回の改定のポイントは以下の２つです。

改定のポイント 改定前

改定その１「廃業後の保険適用」を追加
　A会員が、閉院や退職等により、将来に亘り日常的な
医療行為を行わず、かつ、A会員からB会員に区分変更
を行った場合（以下「廃業」という）は、廃業前の医
療行為に起因して、損害賠償の請求が廃業後10年以内
になされた場合は保険の適用がある。

従来は、A会員でなくなる前に通
知があった場合（通知特則）とA
会員が死亡した場合（死'亡特則）
に適用

改定その２「保険期間中の支払限度額」の増額
　損害賠償金について保険会社から支払われる支払限
度額は１被保険者について１事故１億円、保険期間中
３億円となる。

従来は１被保険者について１事故
１億円、保険期間中１億円

　特に、一つ目の廃業後の保険適用については、昨年11月に行われた第２回都道府県医師
会長協議会の中で、「長年、日医のA会員であった仲間が診療所を閉め、医師会を退会後、
患者さんから損害賠償を求められたことがある。このようなケースは、当然、医賠責保険
の適用がない。ぜひ、補償範囲の拡大を検討して頂きたい」との要望があったものです。
日医としては、廃業はしても、医師会を退会するのではなく、会員を守るという基本的な
考え方と、出来るだけ会員の負担を少なくして、ある一定期間、日医医賠責保険の適用が
受けられるかを検討した結果、今回の改定内容となったものです。

Q２．改定その１「廃業後の保険適用」について具体的にはどのようになるのでしょ
うか?

　日医医賠責保険の補償対象はA会員（被保険者）であることが基本です。
　これまでも、日医独自の特色として被保険者資格を喪失した場合でも保険が適用される
ものとして、損害賠償は請求されていないものの、医療事故の発生及びその恐れのある事
象について①A会員でなくなる前に通知をした場合（通知特則）②A会員のまま死亡退会し、
当該会員の相続人が賠償請求をされた場合（死亡特則）には、資格喪失後10年間保険の適
用がありますが、今回の改定により、廃業する（一定の条件があります）A会員が「B会員」
へ会員区分を変更した場合には、廃業から10年間、保険の適用を受けられるようにしまし
た。


